
第 125回「移動産学官交流」講演会・交流会 
主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 

共催:新産業開発振興機構、静岡県農業高等学校校長会 

 
 

第１２５回開催のご案内をします。今回は、静岡農業高校を会場に、大学研究者、企業、高校関係者が講演や

発表を行います。講演者や発表者等と交流を持ち、今後の企業・農業関係者活動等に活かしてもらえば幸いです。

ご参加よろしくお願いします。 

 

開催日時    ２０２０年１月２４日（金） 

講演会    16:00～17:50  交流会 18:00～19:00 

会  場    講演会 静岡県立静岡農業高等学校 5階 視聴覚教室  

        交流会                       1階 会議室 

研究発表    『 三保松原・松葉在中微生物の活用研究 』 

静岡県立静岡農業高等学校 松葉研究班 

企業発表   『 農福連携 ～研究者から生産者へ 研究を行ってきた私にできること～ 』 

株式会社浜松ホトアグリ 代表取締役 

浜松ホトニクス株式会社 総務部 特例子会社 山田 万祐子 氏 

講  演 『 イノベーションの実践 －企業×対話×光技術－ 』 

                           光産業創成大学院大学 光エネルギー分野 教授 藤田 和久 氏 

 

■交流会    静岡農業高等学校食品科学部による食品の試食等 

 

参 加 料 無料（交流・懇親会参加者は1,000 円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

定  員 １００人 

申込方法 下記申込書にご記入のうえ、FAX かE-mail で申し込み下さい。 

事 務 局 静岡商工会議所 産業振興課（担当：増田、堀川） 

TEL:054-355-5400 FAX:054-352-7817 E-mail: info@siip.jp 

※学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

 

申込書にご記入いただいた情報は、静岡商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事がありますことをご了承下さい。 

 

 

 

第 125回「移動産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（会場：静岡県立静岡農業高等学校） 

   2020年 1月 24日（金）開催                  Ｆａｘ 054-352-7817 

事 業 所 名        

参加者名（役職）   （       ） （       ） 

講 演 会         参加 ・ 参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会         参加（有料） ・ 参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地        TEL  

※E-mail  ※Ｆａｘ  

※ 欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail案内とさせていただきます。Ｆａｘでのご希望の場合は、「Ｆａｘ欄」のみご記入下さい。） 

 
本会には、宝くじ 

収益金の一部が使

用されています 

静岡農

業高校 



研究発表： 三保松原・松葉在中微生物の活用研究     

静岡県立静岡農業高等学校 松葉研究班 

三保の松原では、景観を保つため多くの松葉が剪定されています。ま

た、落ちた松葉が堆積し、土壌の富栄養化が起こり、松が弱体化し、松

枯れを引き起こす原因の一つになっています。松葉研究班では、廃棄物

となっている松葉を地域資源と考え、松葉の機能性を分析し、血管弛緩

作用や生活習慣病予防効果が期待できることを検証してきました。 

 現在、松葉に在中している微生物を活用して地域特産物を製造するた

めの基礎研究を進めています。松葉酵母の選抜株強化を行い、現在松葉

乳酸菌を純粋培養して発酵力分析など微生物の基礎能力の検証や優良株

の選抜を行っています。実験は、①松葉乳酸菌単離②松葉乳酸菌同定③松葉乳酸菌安全性④松葉乳酸菌基礎能力

検証等、基礎実験をおろそかにせず確実に行っています。優良株の選抜後食品製造研究を行っていきます。 

 

企業発表： 農福連携 ～研究者から生産者へ 研究を行ってきた私にできること～       

株式会社浜松ホトアグリ 代表取締役  

浜松ホトニクス株式会社 総務部 特例子会社 山田 万祐子氏 

私は 15 年間ほぼ毎日ベビーリーフの栽培農場に足を運んでいる、41 歳のファ

ーマー。東京農業大学卒業後、浜松ホトニクスに入社し、光と植物の研究に従事。

農家のために何かやりたいと思い立ち、光産業創成大学院大学へ国内留学。そこ

で「現場の役に立つなら、まずは現場を持て」の教えの下、400 坪の農場にてベ

ビーリーフの栽培を開始。全国どこを探してもない、誰も真似できないベビーリ

ーフを商品化したいと研究に勤しんだ日々。いつしか地域の障がい者が毎日通う

職業実習現場になっていった。障がい者と

共に農業を行いながら、農業と障がい者の

親和性を強く感じ、彼らと農業をやろうと

決意。2017年 4月に浜松ホトニクスの 100％出資の子会社である浜松ホト

アグリの代表を務めることとなり、「女性と障がい者が輝く農業」を目指

し、ベビーリーフの生産に励んでいる。研究者から生産者へ、農福連携の

日々の挑戦を紹介します。 

 

講  演： イノベーションの実践 －企業×対話×光技術－ 

光産業創成大学院大学 光エネルギー分野 教授 藤田 和久氏 

弊学は，光技術を用いて産業を創成する人材育成を目指し，2005年に浜松ホトニ

クスが中心となって開設された博士課程（定員10名×3学年）のみの大学院大学で

す。平均年齢40代前半の学生の皆さんは，自らの事業計画を入試に諮り，起業実践

もしくは所属会社の新事業開発を目的に，浜名湖畔にある本学に集ってきます。 

 講演では，富士市に本社がある（株）トヨコ

ーの事例を中心に，光技術を求めて本学にこら

れ，今大きく羽ばたこうとしている元気で魅力

的な県内企業とのイノベーション事例（左図）

を紹介します。 

【経歴】 

藤枝市出身。大阪大学大学院工学研究科電気工学専攻博士課程修了，博士（工

学）。阪大ではレーザー核融合による太陽の中心部の再現実験を行い，1億度

の温度計測を研究。高出力レーザーの応用可能性を感じ，その後JAXAでポスド

クとしてレーザーロケットなど研究。本学では開学時に赴任した初期メン。仲

間とともに自然と対話（科学）することがモットー。 


